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心を一つにした学芸会 
校長 三 村 文 弥   

10 月 16 日（日）に学芸会が行われました。昨年度に引き

続き感染症対策として、入場者を制限しての開催となりました

が、当日はご来賓の皆様、多くの保護者・ご家族の皆様から温

かい励ましの拍手・ご声援をたくさんいただきました。ありが

とうございました。残念ながら、体調不良で欠席した児童がお

りましたが、ピンチヒッターに立った担任の先生の熱演もあり、

子どもたちは最後まで練習の成果を出しきって発表すること

ができました。今年度は、NCN のライブ中継が初めて行われ

ることとなり、ご家庭のテレビで学芸会の様子をご覧になったご家族や地域の皆さんもたくさんいらっ

しゃったことと思います。後日、「映像が鮮明で、声もよく聞こえました。子どもたちが頑張っている様

子がよく伝わりました。」という声や「子どもたちの成長が感じられて素晴らしい学芸会になりましたね。」

といったお話をご家族・地域の皆様からいただきました。会場で観覧していた私も、総練習での反省が生

かされ、どの演目も完成度が更に増した発表になっていると感じていました。学芸会のテーマ通り、「心

を一つに」した学芸会をつくりあげた西小の子どもたちの底力を見せつけられた思いがします。 

さて、学校の一大イベント・学校行事と言えば、運動会とこの学芸会です。各教科の目標や大まかな内

容を定めた学習指導要領の「特別活動」の中で、学芸会や文化祭などの文化的行事は、「平素の学習活動

の成果を発表し、自己の向上の意欲を一層高めたり、文化や芸術に親しんだりする」活動と定義されてい

ます。この学習成果発表の文化的行事の歴史を紐解いていくと、明治初期の寺子屋での「席書
せきがき

」と呼ばれ

る習字大会がその起源となっているそうです。最初は、一部の成績優秀者を対象としたものでしたが、明

治３０年以降になると、児童全員が参加した朗読や唱歌、図画、理科実験などの学習の成果を父母や地域

の人たちの前で発表する行事が広がり、「学芸練習会」や「学芸会」と呼ばれるようになったようです。

明治末期には学校行事として定着し、大正に入ると児童による演劇が学芸会の中心となっていきました。

今では、演劇や器楽、合唱、ダンスなどの発表が行われることが多くなりましたが、演劇の練習や準備に

多くの時間がかかるうえ、児童や教師の負担も大きいことから、簡素な学習発表会に移行する学校も増え

つつあります。 

学芸会や文化祭は、一人一人が興味をもつ分野に自主的・意欲的に挑戦し、集団活動を通して連帯感や

達成感、責任感を身に付けていく重要な教育活動です。全校や同学年、異学年など大きな集団で取り組む

体験活動を通して、「互いのよさや個性、多様な考え方を認め合い、合意形成に関わったり、役割を担っ

たりする」経験を積み重ねることで、よりよい集団づくりや自己有用感につなげることができます。学芸

会で得た学びや経験をこれからの学習活動・学校生活に活かしていってほしいと思います。 

 

 



 

 

 

 

 


